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１．件名 

再処理施設高レベル廃液ガラス固化建屋 ガラス溶融炉におけるガラスの流

下停止について 

 

２．発生日時 

平成２０年７月２日（水） ２１時４３分 

 

３．発生場所 

再処理工場 高レベル廃液ガラス固化建屋 高レベル廃液ガラス固化設備

（添付資料－１、２参照） 

 

４．発生事象の概要 

平成２０年７月２日１２時００分、高レベル廃液ガラス固化建屋のガラス

溶融炉Ａに廃液供給を開始し、通常の操作手順に従い、廃液のガラス溶融を

行い、２１時００分より、溶融ガラス流下のための流下ノズル全段加熱を開

始した。 

流下状況をＩＴＶカメラ（工業用テレビカメラ）により監視していたとこ

ろ、２１時１１分にガラス流下が確認されたものの、その後、流下の継続が

確認できなかった。このため、２１時４３分に緊急流下停止操作を行った。 

流下の継続が確認できなかった原因として、「流下ノズルの昇温が不十分で

ある」と推測されたことから、流下ノズルの高周波加熱電力値の変更、主－

底部電極間電流値の変更などにより、再度流下操作を行ったが、流下は確認

できなかった。このため、７月３日０時５８分に流下操作を停止し、５時３

１分より、手順に従い低温保持運転に移行した。 

なお、詳細な時系列を添付資料－３に、流下ノズルの昇温性の比較を添付

資料－４に示す。 

 
５．調 査 

今回の流下操作において、流下ノズルの加熱性の低下が見られたことから、

以下の調査を行うこととした。 
 

５．１ 調査項目及び調査内容 
  今回流下が継続できなかった事象に対する調査として以下の項目を実施し

た。 

・高周波加熱装置の確認 

・流下ノズルの加熱性の確認 

・結合装置内の状況確認 
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各調査項目の調査内容を以下に示す。 

（１）高周波加熱装置の確認 

高周波加熱装置の電気設備としての健全性等の確認を実施する。 

・オシロスコープを用い、高周波加熱装置に高周波をかけた状態で電源

盤の出力波形を測定 

・高周波加熱装置に係る電気回路の絶縁抵抗を測定 

（２）流下ノズルの加熱性の確認 

①流下ノズル下段部の加熱性の確認 

流下ノズルの下段部のみを高周波加熱により加熱させ、発光状況及び昇

温性の確認を実施する。 

・流下ノズル下段部の加熱による発光状況の確認及び過去の試験におけ

る発光状況との比較 

・流下ノズル温度の昇温状況に関するデータ取得及び過去の試験におけ

るデータとの比較 

②流下ノズル全段の加熱性の確認 

流下ノズル全段を高周波加熱により加熱させ、発光状況及び昇温性の確

認を実施する。 

・流下ノズル全段の加熱による発光状況の確認及び過去の試験における

発光状況との比較 

・流下ノズル温度の昇温状況に関するデータ取得及び過去の試験におけ

るデータとの比較 

（３）結合装置内の状況確認 

ＩＴＶカメラを用いて、結合装置の下から流下ノズル出口を含む結合装

置内の目視点検を実施する。 

・結合装置内のガラス残留の有無及び流下ノズルへのガラス付着の有無

の確認 

 

５．２ 調査結果 
  前節の各項目に対する調査結果は次のとおりである。 

（１）高周波加熱装置の確認 

高周波加熱装置については、オシロスコープを用いた電源盤の出力波形の

測定及び絶縁抵抗測定の結果、同装置は健全であることが確認された。 

（２）流下ノズルの加熱性の確認 

①流下ノズル下段部の加熱性の確認 

流下ノズル下段部の加熱状態において、流下ノズルの発光及び結合装置

内部の発光は確認できなかった。また、昇温性のデータから、流下ノズル

下段部の加熱性に過去のデータと有意な差が見られなかった。 
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②流下ノズル全段の加熱性の確認 

流下ノズル全段の加熱状態において、流下ノズルの発光及び結合装置内

部の発光は確認できなかった。また、昇温性のデータから、流下ノズル全

段部の加熱性に過去のデータと有意な差が見られなかった。 

（３）結合装置内の状況確認 

流下ノズルの目視点検については、以下のことが確認された。（添付資料

－５） 

・流下ノズル近傍にガラスが付着しており、流下ノズル出口が確認でき

ない。 

・流下ノズル近傍の付着物の表面には一部光沢のない部分がある。 

・高周波加熱コイル表面に付着物がある。 

・ガラスガイド管スリット部に付着物がある。 

 
６．今後実施する調査等 

前述の５．２調査結果を踏まえ、データの再評価を行うとともに、結合装置

内のガラス等の残留状況の確認などの調査を実施する。 

 

７．その他 
ガラス溶融炉Ａの試験再開時の運転状態については、アクティブ試験第４ス

テップにおける運転と比較して、ガラス溶融炉内のガラス温度の昇温が早く、

気相温度の低下も早く安定していた。また、熱バランス計算によるガラス温度

のトレース結果も実測値と傾向がほぼ合っていた。（添付資料－６参照） 

 

今回の事象が発生した原因究明、対策及び水平展開については、６．今後実

施する調査等の結果を踏まえながら継続して実施していく。 

 

以 上 



添付資料－１ 

 

高レベル廃液ガラス固化建屋 

再処理事業所 構内配置図 
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添付資料－２（１／３）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

主な設備の概要説明図 

Ｅ

高レベル濃縮 

廃液一時貯槽 

 
 
 
 

高レベル廃液ガラス固化設備の概要図 

〈前処理建屋〉 清澄・計量設備から

高レベル廃液濃縮系から 

アルカリ廃液濃縮系から 

〈 分離建屋 〉 

〈 分離建屋 〉 

不溶解残渣

廃液一時貯槽

高レベル濃縮 

廃液貯槽 

不溶解残渣

廃液貯槽 

アルカリ濃縮

廃液貯槽 

高レ

共用貯槽

ベル廃液 

 アルカリ濃縮

廃液中和槽

高レベル廃液

混合槽 

供給液槽 供給槽 

ガラス原料

廃ガス洗浄

廃ガス洗浄液槽

〈 分離建屋 〉 分離設備

主排気筒へ

ﾐｽﾄﾌｨﾙﾀ よう素

ﾌｨﾙﾀ

吸収塔

固化セル移送台車 

ガラス溶融炉

除染装置 

ガラス固化体 

表面汚染検査装置

 

ガラス固化体 

外観検査装置 

ガラス固化体 

閉じ込め検査装置 

貯槽 

高レベル廃液貯蔵設備 

高レベル廃液ガラス固化設備 

高レベル廃液ガラス固化 

廃ガス処理設備 

廃液の流れ 

ガラス固化体の流れ

廃気の流れ 

ﾙﾃﾆｳﾑ

吸着塔

高性能 

粒子ﾌｨﾙﾀ 

排風機

凝縮器 

ガラス固化体取扱工程 

貯蔵 

廃ガス 
洗浄器 
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 添付資料－２（２／３）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高レベル廃液ガラス固化設備の概要図（ガラス溶融炉概要図） 

間接加熱装置 
ガラス原料 廃液 

主電極 

仮焼層 

廃ガス 

電極冷却 

底部電極 

流下ノズル 

補助電極 
 

主電極間通電 

 主-底部電極間通電 

結合装置 ガラス固化  
体容器 
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添付資料－２（３／３）

 

 

高周波加熱コイル 

流下ノズル 

ガラスガイド管 

ガラス流入防止板 

覗き窓 

ベローズ 

（外径 φ，内径 φ） 

底部電極 

流下ノズル温度計 

炉内 

流下ノズル上段 

スリット

（実際は覗き窓側）

流下ノズル下段 

流下ノズル全段 

高レベル廃液ガラス固化設備の概要図（結合装置概要図） 
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添付資料－３（１／２） 

時系列 

７月２日（水） 

 １２時００分 

 

廃液供給開始 

  

１８時００分 主－底部電極間通電開始 

 

１９時２３分 

 

 

結合装置とガラス固化体容器の結合 

 

２０時００分 高周波加熱 流下ノズル上段加熱開始 

  

２１時００分 高周波加熱 流下ノズル全段加熱開始 

  

２１時１１分 ガラス流下を確認 

  

２１時４３分 流下の継続が確認できなかったため、緊急流下停止操作を実

施 

 

２１時４６分 

 

２２時３１分 

 

２２時３６分 

 

２２時３７分 

 

２２時５１分 

 

２３時１１分 

 

 

２３時２９分 

 

７月３日（木） 

０時５６分 

 

主－底部電極間通電を停止 

 

高周波加熱電力設定値を変更（  Ｗ→  Ｗ） 

 

高周波加熱 流下ノズル上段加熱再開 

 

主－底部電極間通電再開 

 

高周波加熱 流下ノズル全段加熱再開 

 

ガラス溶融炉Ａ「液位 高高」発報により、インターロックが

作動し、廃液及び原料供給が停止 

 

主－底部電極間電流値を調節（２００Ａ→   Ａ） 

 

 

主－底部電極間通電を停止 
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添付資料－３（２／２） 

 

０時５８分 

 

１時１４分 

 

１時５３分 

 

ガラス流下が確認されなかったため、流下停止操作を実施 

 

結合装置解除操作を実施 

 

結合装置再結合・解除操作を実施 

 

２時３８分 ガラスカッター操作による糸ガラス切断を実施 

 

３時０９分 

 

流下ノズル上下段冷却空気吹付けを実施 

 

３時３８分 

 

 

５時３１分 

 

  

 

 

１１時４０分 

 

 １２時００分 

 

 

 

 

 １２時０１分 

 

 

ガラス固化体容器内観察を行い、容器内に少量のガラスを確

認 

 

低温保持運転に移行 
 
（流下操作での運転データ、溶融炉関連のデータ、過去デー

タなどをもとに原因調査の実施及び対応方法の検討を実施） 
 
六ヶ所対応会議設置（議長：再処理工場長） 
 
六ヶ所対応会議において、本事象が「修理のため特別の措置

を必要とする場合であって、再処理に支障を及ぼしたとき」

に該当するものと考え、「使用済燃料の再処理の事業に関する

規則」第１９条の１６第２号に該当すると判断 

 
国、県、村に第１報ＦＡＸ発信 
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